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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年4月27日(2020.4.27)
【誤訳訂正１】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　本発明のＧＬＰ－１Ｒ抗体融合タンパク質は、ＧＬＰ－１またはその類似体を含み、そ
れがそのＣ末端において、ペプチドリンカーにより、ＧＬＰ－１Ｒ抗体の軽鎖のＮ末端に
融合されている。この抗体融合タンパク質は、ＧＬＰ－１およびその類似体と比べて、同
様または改良された生物活性と、長い半減期とを有する。好ましいＧＬＰ－１Ｒ抗体融合
タンパク質の軽鎖可変ドメインの配列は、配列番号１、２、３、４、５、または６の全部
または一部を含み、軽鎖定常ドメインの配列は、配列番号１０または１１の全部または一
部を含み、重鎖可変ドメインの配列は、配列番号７、８、または９の全部または一部を含
み、かつ重鎖定常ドメインの配列は、配列番号１２の全部または一部を含む。より好まし
いＧＬＰ－１Ｒ抗体融合タンパク質の軽鎖可変ドメインの配列は、実質的に配列番号１、
２、３、４、５、または６であり、軽鎖定常ドメインの配列は、実質的に配列番号１０ま
たは１１であり、重鎖可変ドメインの配列は、実質的に配列番号７、８、または９であり
、かつ重鎖定常ドメインの配列は、実質的に配列番号１２である。最も好ましいＧＬＰ－
１Ｒ抗体融合タンパク質の軽鎖可変ドメインの配列は、配列番号１、２、３、４、５、ま
たは６であり、軽鎖定常ドメインの配列は、配列番号１０または１１であり、重鎖可変ド
メインの配列は、配列番号７、８、または９であり、かつ重鎖定常ドメインの配列は、配
列番号１２である。
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